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総括表

年度 条件付一般

　足利市

千円 予算対比額

【設計理由】

（回）

節

工事名

工事箇所
 予算額

工事番号

部長専
選考委

款

借宿町

併　合
施　工

基幹管路耐震化工事(県道足利伊勢崎線外)

国・県
市・受

前金払指　名 部分払

　　　　月　　日～　　月　　日まで　　日間予定工期

耐震性のあるダクタイル鋳鉄管に更新するもの。
　基幹管路耐震化計画に基づき、耐震性能を満たしていない管路を

　　　　　　　　　φ１５０ｍｍ　仕切弁設置　4箇所

事目

　　K-2

項

現　説
有・無

過不足理由

・予算措置

有・無

予算科目

令和

6(2024)

随　意

ダクタイル鋳鉄管　φ１００ｍｍ　配水管布設 １３７．１ｍ
　　　　　　　　　φ１５０ｍｍ　配水管布設　 ８８．９ｍ
　　　　　　　　　φ１００ｍｍ　仕切弁設置　5箇所

請負工事費計

　
　
工
　
事
　
概
　
要

工事価格

消費税相当額
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

＊＊　本工事費　＊＊

管路(開削)
          

YJ1J1000   

管きょ工(開削)
          

YJ2J1100   

管路土工
          

YJ3J1110   

管路掘削 地山の掘削（床均し・人力掘削含）
       1         式    

YJ4J1111   

管路掘削【夜間】 地山の掘削（床均し・人力掘削含）
       1         式    

YJ4J1111   

管路埋戻 砂
       1         式    

YJ4J1112   

管路埋戻【夜間】 砂
       1         式    

YJ4J1112   

管路埋戻 ＲＣ－４０
       1         式    

YJ4J1112   

管路埋戻【夜間】 ＲＣ－４０
       1         式    

YJ4J1112   

管路埋戻 流用土
       1         式    

YJ4J1112   

発生土処理 土砂　DID区間有り
     143        ｍ３   

YJ4J1113   

管布設工(配水管)
          

YJ3J1120   

特殊二次製品(配水管) ダクタイル鋳鉄管
 φ１００      137.1       ｍ    

YJ4J1121   

特殊二次製品(配水管) ダクタイル鋳鉄管
 φ１５０       88.9       ｍ    

YJ4J1121   

特殊二次製品(付属設備) 仕切弁
 φ１００        5        箇所   

YJ4J1121   

特殊二次製品(付属設備) 仕切弁
 φ１５０        3        箇所   

YJ4J1121   

特殊二次製品(付属設備) 不断水仕切弁
 φ１５０        1        箇所   

YJ4J1121   
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

特殊二次製品(付属設備) ドレン
 φ２５        5        箇所   

YJ4J1121   

鋳鉄管布設 ダクタイル鋳鉄管
 φ１００      122.7       ｍ    

YJ4J1122   

鋳鉄管布設【夜間】 ダクタイル鋳鉄管
 φ１００       14.4       ｍ    

YJ4J1122   

鋳鉄管布設 ダクタイル鋳鉄管
 φ１５０       70.5       ｍ    

YJ4J1122   

鋳鉄管布設【夜間】 ダクタイル鋳鉄管
 φ１５０       18.4       ｍ    

YJ4J1122   

付属設備設置 仕切弁
 φ１００        4        箇所   

YJ4J1126   

付属設備設置【夜間】 仕切弁
 φ１００        1        箇所   

YJ4J1126   

付属設備設置 仕切弁
 φ１５０        2        箇所   

YJ4J1126   

付属設備設置【夜間】 仕切弁
 φ１５０        1        箇所   

YJ4J1126   

付属設備設置【夜間】 不断水仕切弁
 φ１５０        1        箇所   

YJ4J1126   

付属設備設置  ドレンφ２５
       5        箇所   

YJ4J1126   

管明示シート 幅１５０mm
配水管      193.2       ｍ    

YJ4J1129   

管明示シート【夜間】 幅１５０mm
配水管       32.8       ｍ    

YJ4J1129   

管明示シート 幅７５mm
ドレン       10.0       ｍ    

YJ4J1129   

洗管作業  φ１００mm
     136.7       ｍ    

YJ4J112A   

洗管作業  φ１５０mm
      85.1       ｍ    

YJ4J112A   

凍結工法 凍結管種　鋳鉄管（１９８８年まで）
 凍結管径　φ１００        2        箇所   

YJ4J112B   

凍結工法【夜間】 凍結管種　鋳鉄管（１９８８年まで）
 凍結管径　φ１５０        1        箇所   

YJ4J112B   
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

断水経費
       1         式    

YJ4J112B   

管撤去工(既設管)
          

YJ3J1160   

付属設備撤去 仕切弁室
       4        箇所   

YJ4J1126   

現場発生品・支給品運搬 ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付]ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ2t級､吊能力2.9t
DID区間あり        0.2       ｔ    

YJ4J1213   

スクラップ 鉄くず　ヘビー　Ｈ１
       0.2        t    

YJ4J1213   

管布設工(給水管)
          

YJ3J1130   

特殊二次製品(給水管)  φ２０
       3        箇所   

YJ4J1131   

特殊二次製品(給水管)  φ２５
       2        箇所   

YJ4J1131   

特殊二次製品(給水管)  φ４０
       1        箇所   

YJ4J1131   

付属設備設置 給水管
 φ２０        3        箇所   

YJ4J1138   

付属設備設置 給水管
 φ２５        2        箇所   

YJ4J1138   

付属設備設置 給水管
 φ４０        1        箇所   

YJ4J1138   

管明示シート 幅７５mm
給水管        8.3       ｍ    

YJ4J1139   

管路土留工
          

YJ3J1140   

土留【夜間】 両側分　Ｈ＝２．００ｍ
       0.5       ｍ    

YJ4J1141   

管路防護工
          

YJ3J1150   

管路防護 ポリエチレンスリーブ被覆工
 φ１００㎜      122.7       ｍ    

YJ4J1151   

管路防護【夜間】 ポリエチレンスリーブ被覆工
 φ１００㎜       14.4       ｍ    

YJ4J1151   
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

管路防護 ポリエチレンスリーブ被覆工
 φ１５０㎜       70.5       ｍ    

YJ4J1151   

管路防護【夜間】 ポリエチレンスリーブ被覆工
 φ１５０㎜       18.4       ｍ    

YJ4J1151   

仮設管設置撤去工
          

YJ3J1160   

仮設配管部材 充填口
       4        箇所   

YJ4J1161   

充填口設置・撤去
       3        箇所   

YJ4J1167   

充填口設置・撤去【夜間】
       1        箇所   

YJ4J1167   

充填工（既設管）
          

YJ3J1150   

充填工  鋳鉄管φ１００～１５０
     226.0       ｍ    

YJ4J1151   

付帯工
          

YJ2J1200   

舗装版撤去工
          

YJ3J1210   

舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
15cm以下      436.9       ｍ    

YJ4J1211   

舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
15cmを超え30cm以下      133.6       ｍ    

YJ4J1211   

濁水運搬処理 舗装版切断時濁水
指定A　L=20.0km        1        ｍ３   

YJ4J1211   

処分費 舗装版切断汚泥
       1        ｍ３   

YJ4J1211   

舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
０ｃｍ超え１０ｃｍ以下      484        ｍ２   

YJ4J1212   

舗装版破砕【夜間】 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
０ｃｍ超え１０ｃｍ以下       63        ｍ２   

YJ4J1212   

舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
１５ｃｍ以下       73        ｍ２   

YJ4J1212   

舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
１５ｃｍ超え４０ｃｍ以下       13        ｍ２   

YJ4J1212   
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

舗装版破砕【夜間】 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
１５ｃｍ超え４０ｃｍ以下       47        ｍ２   

YJ4J1212   

コンクリート構造物撤去 無筋構造物
       0.1      ｍ３   

YJ4J1212   

殻運搬処理 As塊　DID区間有り
      42        ｍ３   

YJ4J1213   

処分費 アスファルト
DID区間有り       42        ｍ３   

YJ4J1213   

殻運搬処理 Co塊(無筋)　DID区間有り
       0.1      ｍ３   

YJ4J1213   

処分費 Co塊(無筋)
DID区間有り        0.1      ｍ３   

YJ4J1213   

管路土工
          

YJ3J1220   

管路掘削
       4        ｍ３   

YJ4J1221   

管路掘削【夜間】
       2        ｍ３   

YJ4J1221   

発生土処理
       6        ｍ３   

YJ4J1223   

舗装復旧工
          

YJ3J1230   

不陸整正 補足材　なし
       1         式    

YJ4J1231   

不陸整正【夜間】 補足材　なし
       1         式    

YJ4J1231   

下層路盤 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝＲＣ－４０　仕上り厚６５cm
       4        ｍ２   

YJ4J1232   

下層路盤【夜間】 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝＲＣ－４０　仕上り厚６５cm
      15        ｍ２   

YJ4J1232   

上層路盤 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝＲＣ－４０　仕上り厚１７cm
      86        ｍ２   

YJ4J1233   

上層路盤【夜間】 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝＲＣ－４０　仕上り厚１７cm
       8        ｍ２   

YJ4J1233   

上層路盤 粒調砕石Ｍ４０～０　仕上り厚２７cm
       7        ｍ２   

YJ4J1233   
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

上層路盤 粒調砕石Ｍ４０～０　仕上り厚３２cm
      13        ｍ２   

YJ4J1233   

上層路盤 粒調砕石Ｍ４０～０　仕上り厚４２cm
      20        ｍ２   

YJ4J1233   

上層路盤 アスファルト安定処理（４０）－５０
舗装厚　７ｃｍ　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ       13        ｍ２   

YJ4J1233   

上層路盤【夜間】 アスファルト安定処理（４０）－５０
舗装厚　７ｃｍ　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ       47        ｍ２   

YJ4J1233   

基層 エコスラグ入り再生粗粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ      123        ｍ２   

YJ4J1234   

基層 エコスラグ入り再生粗粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾀｯｸｺｰﾄ       13        ｍ２   

YJ4J1234   

基層【夜間】 エコスラグ入り再生粗粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾀｯｸｺｰﾄ       47        ｍ２   

YJ4J1234   

中間層 エコスラグ入り再生粗粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾀｯｸｺｰﾄ       73        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（仮復旧）県道　歩道 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50
舗装厚　３ｃｍ      127        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（仮復旧）県道　歩道【夜間】 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50
舗装厚　３ｃｍ        8        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（仮復旧）県道　車道 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ        4        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（仮復旧）県道　車道【夜間】 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ       15        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（本復旧）県道　車道 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾀｯｸｺｰﾄ       13        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（本復旧）県道　車道【夜間】 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾀｯｸｺｰﾄ       47        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（本復旧）県道　歩道 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50
舗装厚　３ｃｍ　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ      274        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（本復旧）県道　歩道【夜間】 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50
舗装厚　３ｃｍ　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ       40        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（本復旧）県道　歩道 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ       28        ｍ２   

YJ4J1235   

表層（本復旧）県道　歩道 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50
舗装厚　５ｃｍ　　　ﾀｯｸｺｰﾄ      123        ｍ２   

YJ4J1235   
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

表層（本復旧）宅内 エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50
舗装厚　３ｃｍ        0.9      ｍ２   

YJ4J1235   

コンクリート舗装 18-8-25
       0.3      ｍ２   

YJ4J1236   

溶融式区画線 溶融式（手動）
実線　１５ｃｍ（白）        2         ｍ    

YJ4J1238   

溶融式区画線 溶融式（手動）
実線　４５ｃｍ（白）       56         ｍ    

YJ4J1238   

仮設工
          

YJ2J1300   

開削水替工
          

YJ3J1310   

水替
       1         式    

YJ4J1311   

交通誘導警備員
          

YJ3J1330   

交通誘導警備員
       1         式    

YJ4J1331   

交通誘導警備員【夜間】
       1         式    

YJ4J1331   

＊＊直接工事費＊＊
　１式　　

共通仮設費　　　　　
　１式　　

＊＊共通仮設費＊＊
　１式　　

＊＊純工事費＊＊
　１式　　

現場管理費　　　　　
　１式　　

＊＊工事原価＊＊
　１式　　

一般管理費等
　１式　　

契約保証費　　　　　
　１式　　
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工事区分(項目)・工種・種別・細別 規　格 単  位 数量（前回）数量（今回） 　摘　　要

数量総括表 

＊＊一般管理費計＊＊
　１式　　

＊＊工事価格＊＊
　１式　　

消費税相当額
　１式　　

＊＊工事費＊＊
　１式　　

＊＊工事価格計＊＊
　１式　　

＊＊消費税額計＊＊
　１式　　

＊＊工事費計＊＊
　１式　　



 1

特記仕様書 

 
第１章 （総  則） 

第１条 適用範囲 

１．本工事は、「足利市水道事業工事標準仕様書」、「栃木県土木工事共通仕様書」、「水

道工事標準仕様書【土木工事編】2010（日本水道協会）」等に従うこととし、優先順位は

前述の順とする。また、本仕様書記載事項は、上記の仕様書らより優先するものとする。 

２．本工事は、設計図書に基づいて施工するが、設計図書に明示されていない事項で工事の

性質上必要と思われるもの、不明なものは監督員と協議の上、施工すること。 

３．特許及び実用新案等工業所有権に抵触するものについては、請負者の責任において処理

すること。 

 

第２条 諸法令等の遵守 

１． 請負者は、本工事の施工にあたり「建設業法」、「労働安全衛生法」、「建設工事公衆

災害防止対策要網」その他の関係法令等を遵守するとともに、工事の円滑な進捗を図るこ

と。 

２． 請負者は、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」、｢再生資源の利

用の促進に関する法律｣、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣、｢建設工事に係る資材の

再資源化等に関する法律｣等について、その目的である工事現場に置ける適正な施工体制

の確保、資源循環型社会の形成及び生活環境の保全等を考慮し、特に遵守に努めること。 

 

第３条 適正な施工体制の確保 

請負者は、請負金額５００万円以上の建設工事の場合、工事実績情報サービス CORINS に登

録（契約後10営業日以内）し、監督員に報告すること。 

 

第４条 事前調査 

１．本工事に先立ち、地下埋設物等の「事前調査チェックシート」を監督員に提出すること。 

２．本工事に必要な関係官公署、企業等への諸手続きは、請負者が行うこと。 

３．設計図書に記載がない場合においても調査し、それぞれの管理者の立会いを求め、管理

者不明の占用物件を発見した場合には、その位置を確認すること。また、その結果を図面

に記し、監督員に提出し協議すること。 

４．境界杭や標示杭等は、必要に応じて控え杭、オフセットや写真等で記録をとること。 

 

  第５条 現場代理人の専任関係 

足利市が発注する工事で、次の要件を満たす場合は現場代理人の兼任を認めることとする。

兼任を認める工事は２件までとし、いずれも請負代金額が４,０００万円未満であること。た

だし、令和6(2024)年3月31日までに契約した工事を含む兼任については、3件まで認めるこ

ととする。 

■ 兼任可 

□ 兼任不可   □請負代金額が４０００万円未満となった時は兼任可とする。 

□請負代金額が４０００万円未満であっても兼任不可とする。 
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第６条 法定外労災保険の付保 

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

 

第７条 情報共有システム【□対象工事である ■対象工事でない】 

１．実施にあたっては、「足利市情報共有システム実施要領（土木工事）」に基づき実施

するものとする。 

２．情報共有システムで対象とする工事帳票は、工事着手前に受発注者間の協議により決

定する。 

３．情報共有システムについて、事前に監督員と協議を行い、実施することが困難と認め

た場合などは、実施しないことができるものとする。 

【実施要領URL：市 HP】 

https://www.city.ashikaga.tochigi.jp/industory/000060/000318/p001695.html 

 

第８条 週休 2日制工事【■対象工事である □対象工事でない】 

□１．本工事は「足利市土木工事における週休２日制工事試行要領」に基づく工事である。

（発注者指定型） 

■２．本工事は「足利市土木工事における週休２日制工事試行要領」に定める受注者の希

望により週休 2日制工事が実施できる工事である。（受注者希望型） 

【実施要領URL：市 HP】 

https://www.city.ashikaga.tochigi.jp/industory/000060/000318/p001695.html 

 

第２章 （工  事） 

第１条 施工計画書 

１．請負者は、工事着手前に｢土木工事施工計画書作成の手引き（栃木県県土整備部）｣に基

づいた、施工計画書を監督員に提出すること。 

２．請負者は、施工計画書に安全教育・研修訓練の計画を作成し、記載すること。 

３．計画配管図、断水計画及び各管径における掘削幅を記載すること。 

ただし、｢水道施設整備費国庫補助事業に係る歩掛表｣による算定値を最低値とする。 

４．現場組織図には、管接合従事者及び給水装置工事主任技術者を明記すること。 

 

第２条 安全対策 

１．請負者は、工事期間中定期的に安全教育、研修、訓練を月 1 回・半日以上必ず行い、具

体的な計画を施工計画書に記載すること。また、作業員が変わった時及び、作業内容に変

更があった場合についても行うこと。 

２．請負者は、交通安全管理に十分注意し、道路工事保安施設設置基準に基づき、安全対策

に講じること。 

３．請負者は、一般車両の安全な誘導が必要となる箇所には、交通誘導員を配置し、公衆    

交通の安全を確保しなければならない。 

４．国道及び県道の指定路線については、交通誘導員のうち１名以上を有資格者（公安委員

会の検定資格者）としなければならない。 

５．交通誘導員は、別表１のとおり、延べ 125 名 を見込んでいるが、警察等の協議により変
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更が生じた場合等は別途協議する。 

 

第３条 建設副産物処理 

１．共通事項 

（１）建設副産物実態調査要領に基づき、本工事に係る再生資源利用計画書及び再生資源利

用促進計画書を作成し、施工計画書に含めて各１部提出すると共に、工事現場の公衆が

見やすい場所に掲示すること。また、工事完成後速やかに上記計画書の実施状況につい

て、再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成し、各１部提出すること。 

（２）建設副産物の処理にあたっては、足利市建設副産物の管理基準（平成 20 年 4 月 1 日）

により、監督員の確認を受け行うこと。また、作成図書は監督員に提出すること。 

（３）建設廃棄物の処分にあたって排出事業者（元請業者）は、処理業者と建設廃棄物処理

委託契約書を締結し、建設副産物処理委託契約書（厚生労働省作成又は建設八団体廃棄

物対策連絡会作成様式）を監督員に提示するとともに、同契約書の写しを提出すること。 

 なお、収集運搬業務を収集運搬業者に委託する場合は、別に、収集運搬業者と建設廃

棄物処理委託契約を締結すること。 

 

    ２．建設発生土 

（１）本工事により発生する建設発生土は、足利市建設副産物の管理基準により、下記のと

おり行うものとする。 

ア）指定処理（Ａ）□ 搬出先 足利市    町     番地先 

運搬距離     ｋｍ 

イ）指定処理（Ｂ）■ 残土の処分場所は、６㎞の範囲内に処理すると想定するが、 

発注後、請負者の裁量により処分地を確保するものとし、運

搬距離については別途協議する。 

          

（２）建設発生土を処理する場合は、処理先の見やすい場所に必ず標識を設けること。 

（３）建設発生土を一時保管の後に工期を超えて処理を行う場合、これに係る管理及び土壌

分析を含む費用等は請負者の負担とする。 

 

     ３．有価物 

工事施工によって生じた現場発生品のうち、設計図面で撤去を示されている鋼材及び

金物類は有価物とする。リサイクル業者等に売却処分を行わなければならない。また、

その場合は品目及び数量を記載した引き渡し伝票等を監督員に提出する。ただし、発生

の状態また数量等の状況により売却が困難な場合は、監督員と協議しその指示を受けな

ければならない。 

 

     ４．建設廃棄物 

（１）アスファルトコンクリート塊及びコンクリート塊は、径 30 ㎝未満に小割して、「建

設副産物の管理基準（案）（平成 20 年 4 月）栃木県県土整備部」に記載のある再資源

化施設に持ち込むこと。 

（２）再資源化施設へ持込んだ状況等を、写真、捨土処理報告書および処理施設の受入れ



 4

書類（マニュフェストA票、B2票、D票、E票）を提出して、監督員に報告するものと

する。 なお、回収したマニュフェストについては、廃棄物の処理及び清掃に関する

法律を踏まえ、５年間保存すること。 

（３）アスファルトコンクリート塊及びコンクリート塊の再資源化施設は、以下の施設を

積算対象とする。  

 

アスファルトコンクリート塊及びコンクリート塊の積算対象施設 

施設名 所在地 
積算対象

施設 
運搬距離 

イズム鉱業㈱ 足利市小俣町 2995 番地 1    km 
篠崎建設㈲ 足利市樺崎町字馬坂 1957       km 
足利市清掃事業㈱ 足利市久保田町 911     km 
㈲石原運輸 足利市福富町 816-1 〇  4.7 km 
トウワ建設㈱ 足利市名草下町字持舟 4530-1      km 

 

   ５．舗装版の切断時に発生する濁水の適正な処理 

本工事におけるカッター切断作業により発生する濁水については、「廃棄物の処理及

び清掃に関する法律（昭和 45年法律第 137 号）」に基づき適正に処理しなければならな

い。また、下記の処理施設は積算上の条件を明示するものであり、処理施設を指定する

ものではない。なお、舗装版切断時に発生する濁水の処理量は、設計変更の対象とする。 

    

    処理施設：吉澤精機㈱ （佐野市 栄町）  運搬距離  25.0 km まで 

    

第４条 竣工図 

1. 布設した管の平面位置、土被り、境界又は構造物からのオフセット、継手番号及び配管

を竣工図として竣工図書に添付すること。 

2. 竣工図は請負額に依らず、作成・提出するものとする。 

3. 区画整理事業区域において新規給水を取出した際には、給水装置工事設計書（給水台

帳：厚紙）に配水管より取出した給水管及び止水栓の平面位置、土被り及びオフセット

等を記入し、竣工図書として提出すること。 

 

第５条 使用材料 

１．使用材料は設計図書に品質規格を規定されたものを除き、日本工業規格（JIS）、日本水 

道協会規格（JWWA）等に適合したもので、かつ足利市指定使用材料であること。なお、 

前述の材料以外を使用する際は、事前に監督員と協議し承認を得ること。 

 ２．仕切弁を設置する際は、不断水仕切弁と不断水分岐を含め、ソフトシール弁タイプを使 

用すること。 

 

第６条 管明示シート 

管頂 30cm の位置に、足利市仕様の「管明示シート」を埋設すること。 
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第７条 ポリエチレンスリーブ 

  鋳鉄管を埋設土壌や地下水等を起因とする腐食から防護するためにポリエチレンスリーブを

被覆し施工すること。 

１． 材料は、日本ダクタイル鉄管協会の規定に適合するものとする。 

(1) ポリエチレンスリーブは、JIS_Z_1702（包装ポリエチレンフィルム）1 種の品質を有す

ること。 

(2) ゴムバンドは、良質のＥＲＰを主原料とし、配合剤を加えたもので押出成型により、加

硫製造したものであること。 

(3) 粘着テープは、JIS_Z_1901（防食用ビニル粘着テープ厚さ 0.2 ㎜、幅 50 ㎜以上）の規定

に準拠していること。 

２．施工に際しては、日本ダクタイル鉄管協会発刊によるダクタイル管用ポリエチレンスリ

ーブ施工要領書（JWPA_W08）による。なお、サドル付分水栓は付属のポリエチレンスリー

ブでも被覆をすること。 

 

第８条 管の接合に従事する者 

 １．配水管 

（１）配水管の接合に従事する者（以下、管接合従事者という）は、下記のいずれかに該

当すること。ただし、接合時の補助的作業を担う者はこの限りでない。 

ア．「配水管工技能講習会（㈳日本水道協会）」又を受講し、登録証を取得した者。 

イ．「JDPA 継手接合講習会（日本ダクタイル鉄管協会）」を受講し、受講者証を取得

した者。 

ウ．接合作業に従事し、15 年以上の経験を有する者。 

  （２）ダクタイル鋳鉄管の接合は、接合要領書（日本ダクタイル鉄管協会）に準拠すること。 

  （３）管接合従事者を所定の書式で監督員へ届出をすること。 

  （４）管接合従事者と現場代理人の兼任は認めない。 

  （５）下請負人からの管接合従事者の選任を可とする。 

 

  ２．給水管 

  （１）給水装置に係る工事の技術的な統括者として、給水装置工事主任技術者免状の交付

（水道法第 25 条の５）を受けている者（以下、給水装置工事主任技術者）を選任する

こと。 

  （２）給水装置に係る工事に従事する者は、管接合従事者で有る必要は無いが、給水装置工

事主任技術者の管理及び指導監督のもとで施工すること。 

  （３）給水装置工事主任技術者と現場代理人及び主任技術者の兼任を認める。 

（４）給水装置工事主任技術者と管接合従事者の兼任を認める。 

      

第９条 電子納品 

１．本工事は最終成果を電子納品の対象とする。そのために必要な事項について定める。 

２．電子納品とは、本工事の最終成果を電子データで納品することをいう。ここでいう電子

データとは、｢電子納品運用に関するガイドライン（案）第 10 版〔栃木県〕｣（以下｢電子

納品ガイドライン｣という。）、及び「栃木県 CAD 製図基準運用ガイドライン（案）」（以
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下「CAD ガイドライン」という）に示されたファイルフォーマットに基づいて作成されたも

のを指す。 

３．成果品の提出の際には、国土交通省チェックシステムを利用し、エラーがないことを確

認した後、ウイルスチェックを実施したうえで電子媒体（CD－R）に格納して２部提出する。

なお、電子納品の対象外とした書類は、従来通り紙媒体で納品する。 

      「電子納品ガイドライン」で特に記載がない項目については、原則として成果を電子化し

て提出する義務はないが監督員と協議の上、電子化を決定することとし、紙媒体による書

類の提出は必要最小限とする。 

４．請負者は、納品する CD－R に閲覧ソフト（ビュアソフト）を格納の上、CD-R をケースに

収めた状態で納品すること。その際、ケース背表紙には「竣工年度」「工事名」「工事番

号」を記載すること。工事番号は監督員に確認すること。 

５．請負者は、完了検査において、提出した電子データが「電子納品ガイドライン」及び

「CAD ガイドライン」に基づき作成されていることを監督員の立会いのもと確認する。なお、

電子データの検査方法については、別途協議のうえ決定する。 

６．請負者は、本工事の実施にあたり内容に疑義を生じた場合は、速やかに監督員と協議し

その指示を受けなければならない。 

 

第 10条 水道事業用地（別表２）について 

１． 請負者は、本工事に係る要件を目的とする場合に限り、水道事業用地を使用することが

できる。使用においては、付属する工作物等の簡易な修繕や、草刈り等の環境整備を施

すこと。 

２． 使用を希望する場合、請負者は当該地の現在状況を監督員に報告し、第１項における修

繕や環境整備について監督員と事前に協議すること。 

３． 第１項に係る材料費や諸経費一切は、使用者の負担とする。 

４． 使用者は、当該地へ第三者が無断に立ち入らないように措置すること。 

５． その他、十分な安全管理をすること。 
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別表１ 

区分 現場条件 
交通誘導員Ａ 交通誘導員Ｂ 

日数 配置 人数 日数 配置 人数 

１ 
昼間勤務（8:00～17:00） 

（うち交替要員なし） 
   25 4 100 

２ 
夜間勤務（20:00～5:00） 

（うち交替要員なし） 
   5   5 25 

３ 
24 時間勤務 

（うち交替要員〇人） 
      

 

別表２ 水道事業用地一覧（事業未利用地） 

No. 施設名 所在 地目 
地積 

（㎡） 
用途区域 

1 旧中川取水場 中川町 3708-2 水道用地 199.00 一種住居 

2 問屋町取水場 

問屋町 353-3 公園 828.00 準工業 

問屋町 1535-16 公園 47.00 準工業 

計 875.00  

3 小俣町水道用地 

小俣町 1728-76 水道用地 293.00 一種中高層住居 

小俣町 1728-116 水道用地 42.00 一種中高層住居 

計 335.00  

4 島田取水場 

島田町 980-1 水道用地 130.00 調整区域 

島田町 980-3 水道用地 8.26 調整区域 

島田町 980-4 水道用地 141.00 調整区域 

計 279.26  

5 八幡取水場 八幡町 710-7 宅地 2,779.30  

6 八幡増圧場 

八幡町 247-8 水道用地 45.00 一種低層住居 

八幡町 247-45 水道用地 20.00 一種低層住居 

計 65.00  

7 新宿取水場 

新宿町 1079-3 水道用地 47.00 調整区域 

新宿町 1079-4 水道用地 45.00 調整区域 

計 92.00  

8 荒金取水場 荒金町 329-2 水道用地 72.00 調整区域 

9 藤本取水場 藤本町 62-2 水道用地 95.00 調整区域 

10 里矢場取水場 里矢場町 1781-2 水道用地 69.00 調整区域 

 


